
１
８
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
４
７
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

「
見
る
か
ら
に
（
１
）
文
弱
の
徒
。
こ
う
い
う
仲
間
が
い
る
な
ら
自
分
も
大
丈
夫
」。
の
ち
に
歴

史
研
究
家
で
名
を
な
す
①
直
木
孝
次
郎
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
さ
ん
と
会
っ
た
日
の
印
象
を
、
海

軍
の
仲
間
が
記
し
て
い
る
。
②
コ
ガ
ラ
（ 

 
 

）
で
色
白
、
不
安
げ
な
瞳
の
青
年
は
「
万
葉
集
」

を
③
携
（ 

 
 

）
え
て
入
隊
し
た
▼
（
２
）
虚
飾
を
排
し
、
真
情
を
歌
い
あ
げ
る
万
葉
集
を
こ
よ

な
く
愛
し
た
。《
Ｘ 

 
 

》
当
時
の
日
本
は
文
学
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
家
族
を
思
う
本
音
す

ら
語
れ
な
い
。
④
セ
イ
カ
ン
（ 

 
 

）
を
祈
り
な
が
ら
も
「
お
国
の
た
め
に
死
ん
で
こ
い
」
と
送

り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
⑤
フ
ウ
チ
ョ
ウ
（ 

 
 

）
を
嘆
い
た
▼
終
戦
時
は
２
６
歳
の
海
軍
士
官
。

戦
後
は
史
学
に
打
ち
込
み
、「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」
に
あ
る
誇
張
や
宣
伝
臭
、
朝
廷
賛
美
を
鋭
く

見
抜
い
た
。
⑥
コ
フ
ン
（ 

 
 

）
時
代
に
王
権
の
交
代
が
あ
っ
た
と
い
う
見
解
を
⑦
唱
（ 

 

）

え
、（
３
）
脚
光
を
浴
び
る
。
今
月
初
め
、
１
０
０
歳
で
亡
く
な
っ
た
▼
大
阪
市
立
大
学
で
歴
史
を

教
え
る
か
た
わ
ら
、
⑧
イ
セ
キ
（ 

 
 

）
の
保
存
運
動
に
力
を
尽
く
す
。
奈
良
県
吉
野
町
の
ゴ
ル

フ
場
建
設
で
は
反
対
の
先
頭
に
立
ち
、
代
わ
り
に
「
万
葉
植
物
園
」
の
建
設
を
訴
え
た
。
万
葉
ゆ
か

り
の
景
勝
地
の
保
全
を
求
め
た
和
歌
の
浦
訴
訟
も
支
援
に
入
っ
た
▼
〈
戦
い
に
負
け
て
日
本
は
よ
く

な
れ
ど
そ
の
た
め
死
に
た
る
人
の
多
さ
よ
〉〈
は
じ
多
き
一
生
な
れ
ど
け
ん
め
い
に
生
き
き
て
い
つ

か
九
十
六
歳
〉。
晩
年
は
歌
作
に
励
み
、
朝
日
歌
壇
に
も
そ
の
名
が
た
び
た
び
登
場
す
る
。
技
巧
に

走
ら
ず
、
戦
争
世
代
の
実
感
を
ま
っ
す
ぐ
に
詠
み
こ
ん
だ
▼
⑨
ソ
ッ
チ
ョ
ク
（ 

 
 

）
で
あ
れ
。

真
意
を
⑩
偽
（ 

 
 

）
る
な
。
そ
ん
な
信
念
が
、
研
究
や
保
護
運
動
、
短
歌
を
貫
く
。
ま
さ
に
「
万

葉
調
」
の
人
生
で
は
な
い
か
。「
文
弱
の
徒
」
で
あ
る
か
に
見
え
て
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
闘
志
の
持
ち

主
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
２
０
１
９
年
２
月
１
９
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

問
二 

傍
線
部
（
１
）
に
つ
い
て
、
読
み
方
と
意
味
を
答
え
よ
う
。 

 
 

読
み
方 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

意
味 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

問
三 

（
あ
）
～
（
え
）
は
、
傍
線
部
（
２
）
の
作
品
例
で
あ
る
。
作
品
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
群

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
選
び
、
（ 
 

）
内
に
記
号
を
書
き
入
れ
よ
う
。 

 

（
あ
）
田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
み
れ
ば
真
白
に
そ
不
尽
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
（ 

 

） 

 

（
い
）
紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恋
ひ
め
や
も
（ 

 

） 

 

（
う
）
防
人
に
行
く
は
誰
が
背
と
問
ふ
人
を
見
る
が
羨
し
さ
物
思
ひ
も
せ
ず
（ 

 

） 

 

（
え
）
近
江
の
海
夕
波
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
心
も
し
の
に
古
思
ほ
ゆ 

（ 
 

） 

〔
語
群
〕
ａ 

夫
婦
の
別
離
の
悲
し
み 

 

ｂ 

鳥
に
重
ね
た
寂
し
さ 

 
 
 
 

ｃ 

絵
画
的
な
叙
景
歌 

 
 
 

ｄ 

切
な
い
恋
愛
感
情 

問
四 

《
Ｘ
》
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
次
か
ら
選
び
、
書
き
入
れ
よ
う
。 

 
 

・
つ
ま
り 

 

・
だ
か
ら 

 

・
し
か
し 

 

・
さ
ら
に 

問
五 

傍
線
部
（
３
）
に
関
す
る
次
の
（
ア
）
～
（
ウ
）
に
適
す
る
２
字
熟
語
を
書
き
入
れ
よ
う
。 

 

・「
世
間
の
（
ア 

 
 

）
の
的
に
な
る
」
と
い
う
意
味
だ
が
、（
イ 

 
 

）
は
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

の
こ
と
で
、「
俳
優
が
（
ウ 

 
 

）
に
立
つ
」
こ
と
か
ら
転
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

問
六 

次
は
直
木
氏
の
朝
日
歌
壇
賞
作
品
で
あ
る
。（ 

 

）
内
に
適
す
る
２
字
を
書
き
入
れ
よ
う
。 

 

・
特
攻
は
命
じ
た
者
は
安
全
で
命
じ
ら
れ
た
る
者
だ
け
が
（ 

 
 

） 

問
七 

見
出
し
を
１
０
字
程
度
で
考
え
よ
う
→
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 


